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…癩麻避道爾1．・（2）1堀＝・δ・・98・…

東ドイツにおける景観生態学の理論と実際

　　　　　　閾　本　畠　美

北海道大学大学院環境科学研究科環境基礎学講座

Die　Theorie　undδie　Praxis　der　Landschafts6kolog圭e

　　　　　　　　　　　　圭nder　DDR

　　　　　　　　　　Masayoshi　Okamoto

Laboratory　of　Fundamental　Research，　Divis圭on　of　Environmental

　　Structure，　Graduate　School　of　Environlnental　ScieHce，

　　　　　　Hokkaido　Un三versity，　SaPopro，　Japan，　G60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　景観生態学Landschafts6kologie1）は，第2次世界大戦後に，東西ドイツを中心に発達してきている地

理学の1分野であり，空間を生理生態的に区分することを目的とする。この研究の根底となっているのは，農

林業に関する土地評価や地域計画へ地図学的応用を図ることである。その研究対象は，土地構成要素の機能・

獺互作用関係や要素を特徴づける物質・エネルギの地球物理化学的循環などである。関連する自然・社会科学

の成果を土地を通して総合していくので，鍛観生態学は学際的といえる。

　　鍛観生態学の理論展開は，「構造・機能が生態的に同質な最小空間単位が存在する」，「空間単位は，各構

成要素の粗互作用により内側から維持されている」という概念を基礎とする。これらから，最小嗣質空間単位

を出発点とする，「下から」．抽募化Generalisi¢rungし，総合Syntheseあるいは集積Integration．してより

上位の空間単位を求めるという，撰観盤態学独特の方法が導き出される。この下からの方法と，賦統的な「上

からj空問を類型化Typlsierungし，区分Gllederungしていく方法とをあわせて，空間の秩序Ordnung

と体系Systemが追求される。その際に，景観生態学で最も璽要な，次元Dimension，空間単位Raumeln－

heit，空間単位を図化する縮尺領域MaBstabsbereichの理論が展開されている。

　　1975年ごろからは，轡然空間の適切な利用，漫林業生産性の評価，文化的生活を保障する環境の形成など

の自然空閾に対する社会的要求の観点から，景観生態学の応嗣がなされている。特に，自然物質・エネルギー

の自然Nature一→技術Techn三k一一→社会Gesellschaftという移り変わりに関する「転換問題Transfor－

1nationsproblem（Neef　1967，1971；Haase　1978より引用，　Neef　1972）」が論議されている。その中で自然

潜在力N飢urPotentia1の概念が導入され，分類・特徴化されている。

　　1970年代初頭までの景観生態学理論の展開については，野間ら（1974），杉浦（1974）が，我が国に紹介して

　1981脅乙8月　10　日受」禦

Received　10　A“g．1981

　1）地生態学Geoδkologieとも呼ばれる。　Neef（1968）では，　Komplexen　Physlschen　Geographieと

　　イ吏わ才した。　また，Landschafts6kOlogieを芳U或生ブ誤学ともi沢すが，　LaHdschaftを崇1或と；沢した（f涙本

　　1936）ことによる。
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いる。Leser（1976）は，東西ドイツにおける理論の展開と，空間区分例について紹介している。　Haase（1979）

は，最近30年間の東ドイツにおける理論展開と現在の状況を紹介している。この報告では，景観生態学理論

を概観し，東ドイツにおける最近10年間の景観生態学的空間区分の方法と実際例について，若干の論評を茄

える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景観生態学の基本原理

　　地表廊Geosphareには，土地構成要素Geokonlponentを作る様々な物質Substanz，鍛ateria1，土地

悶子Geofaktorである當力Proz輪，構成要素の相互作用関係，地表面の物質の変化と発達に関する属憾

Eigenschaftの共同作用により，空間構造raumliche　Strukturである＝k地複合体Geokomplex2＞が作り上

げられている。土地復合体の属性に関しては，Haase（1979）によると，次の5つがある。（1）不変性工nvariante二

土地複合体の基本属性。安定した無機および生態的特微。（2）変異性Variabilitat；気象などの短期に変化する

影響に対する，二L地複合体の反作用の振幅を表現する特徴。（3）周期性Rhythmizit益t：季飾的・周年的に状態

変化する二i：弛媛合体の無機物特徴，それに従属する生物的特微。（4）永続性Persistenz：非Ti∫逆的影響に対す

る二ID也複合体の緩衝・抵抗能力に慰する特徴。（5）多様挫Dlverslt蕊t＝二1二地腹合体の物質・機能の多様性を表

現する特徴。

　　二1二地複合体は，内部構造innere　Strukturである土地系Geosystemをもつ（So6ava　l974，　Leser　1976，

Klink！978，　Haase！979，　Neumeister　1979など〉。この＝i二地系は，生態学で使胴されている生態系Oko－

system3）とほぼ【司義の概念と考えられる。しかし生態系は，生物学の観点から生物相万：の1体用，生物と無機

環境との相互作用，生物を通しての物質・エネルギーの流れを強調するものである。一方土地系は，土地複合

体と自然空間との問の物質・エネルギーの流れや循環，土地複合体内部の圭地構成要素相互の作用様式などに

注目し，生態作用を含む土地共働作用様式geosynergetisches　Wlrkungs総ef罎geを強調するものである。

　　土地系は，土地構成要素の特徴と，要素相エ［に発られる作胴関係の特徴とによって特徴化され，分類され

る。土地構成要索に関しては，Richter，　H．（1968），　Herz（1969），　Haase（1979），　Neumeister（1979）などが言命

じているの。現在では，大気，接地大気層，地形，土壌，植被，動物，二L壌生物，居職が，土地構成要索とし

てあげられている。土地系においては，各二ll：弛構成要素の闘には，地球物理化学的，生態学的，工学的5）作絹

関係が成り立っているとされている（Richter，　H．1968）。また，自然空間の社会的利摺，自然甕間に織する社

会的干渉を考慮する際には，構成要素として老｛：二会が含められる。社会と他の要素との間には，祉会から他に対

する一方的な工学的作用関係が認められている（Haase　1979＞。

　　土地複合体の空間単位の配列秩序とその次ラ己に関する研究は多い。特に，SchmithUsen（1948＞，　Nee｛

（1963，1964，！968＞，Haase（1964，1973＞，　Herz（1969），　Khnk（！978），　Geliert（1980）などが重要である。

Neef（1963）によると，土地複合体には，圃じ内部構造と機能をもつ同質な小空間rtOPos」カミ存在する。

この同質空闘toposの復合により，異質空間「chora」が4i三じる。　Haase（1979＞は，　toposをGeotop，

GeotQPを研究対象とする分野をGeotopologie，　cheraをGeochore，　Geochoreを研究薄象とする分野を

Geochorologieと呼んでいる。　Neef（1963）は，　GeotQρの属する次元をtop三schの次元，　Geochoreの属

する次元をchorischとし，さらにその上にgeQspharisch（正）lanetそしrlsch，910bal＞の次元を設定した。しか

2）　GeokolnPlex　は，　geograPhischer　Kon｝Plex　（Neef　！963＞，　1）hys三sch－geogr乙しphisc覧｝er　K（，n玉Plex

　（Haase　1964）などと言われた。生物学のBiogeoz6nose（生物環境複合）革，，同義の概念である。

3）Okosystelnは，景観生熊学では，隅質室間Okotol）の内部構造を示しており，生態学で使摺する場合

　　より小杢間であり，意味も狭い。

4）Richer，　H．はSystemelement，　HerzはLanδschaft　K：omponentと欝っている。

5）例えば，生物と岩石，気象と土壌で見られ，物理的・機械的作ナ｛・i関係と思われる。
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しHaase（1973）は，土壌単位の研究から，　chorlschの次元は，　chorischとregionischの2つに分けられ

ることを提晒した。現在では，4つの次尤が認められている。

　（a＞Geotopdogie：topまschな次元での研究方法

　　GeotOpologieにおける調査は，社会的に空間を利用する観点から，意味をもつ範囲で細分された晦然空

間単位に関連する。Topischの空間単位の水平方向の広がりの下限は，経験および図化労力から約0．5～1　ha

である（Haase　1979＞。そρ）図化縮尺は1：10，00G～1：25，000である。また，塾慨方向の広がりは，接地大気溜

の上限から，地下水位面あるいは土壌の下限である（Troll　1950；Neumeister　1979より引用，　Richter，　H，

1968，｝｛erz　1975，　Neumelster　1979など）。以上のことは，景観生態学が，農林業での適切な空間利用を握｛

的とする立場であることに起悶している。Richter，　H．（1968）は，　topischの次元では，調畿対象となる土地

構成要素を接地大気層，1地形，土壌，植被，動物，二1：二壌生物としている。Geotopo｝ogieでは，複合体解桓

K：omplexanalyseが基本となる研究手段であり，次の3段階からなる（Haase　1979）。

　　（1）部分構成要素解析partielle　Koml，onentenanalyse：二l／二地複合体を作り上げている燗々の土地構成

要素・土地因子が，様々な観点から研究される。その分布域型Arealtypの図化が，空間構造解析の基礎と

なる。

　　（2＞複合体立地解析komplexe　S旋匙ndortanalyse：代表的地域でク）土地複合体内都の構造と作用様式が

調査される。土地構成要素と土地因子の問に見出される欄互作用の特徴が明らかにされる。その特微の組合せ

が，空目内容の類型化の基礎となる。

　　（3）土地共働作用研究geosynergetische　Proze3forschung：代表的地域で，土地複合体内部の個々の

作用Proze3が研究される。これらは，定鍛的なパラメータにより，特徴的な作絹結含Prozeβkombination，

作用連鎖ProzeBketteとして結合されていく。さらに，土地複合体の動態，発達，安定性，負荷能力が調査

される。

　　以上より，topischな次元の空間構造Geotopが求められていく。まず，土地複合体の特徴の組み合せか

ら，土地型Geotypが分類される。㈹じヨニ地型をもつ空闘がGeotOpとして区分される。ただし，　GeotOp，

Geotypは抽象的概念である。実際には，無機的特徴の維合せからPhysiotypが得られ，岡じPllysiotypの

空間がPhysiotopとして区分される。　Physiotopは，無機部分複合体であり，内部構造であるPhysiosystem

をもつ。また，金特微の組合せからOkotypが得られ，岡じOkotypの空間がOkotoPとして区分される。

Ok・top6＞は，同質諮問GeQtopの中で鹸も複舎痩の高い空間であり，内部構造であるOk・systemをもつ

（Neef　1963，1968，　Herz　1969，｝hbrlch　1974，　Klink　1978，　Haase　1979など）。

　　西ドイツでは，OkotoPは，次の5つの部分三食体を総合したものと考えられている（Leser　1976，　Khnk

1978＞。Morphotop：岡じ地形の特性をもち，隅じ蒔間的変化を経験した空闘。　Pedotop（Edaphotop）：同じ

土壌特性をもつ空間。王｛ydrotoP：【司じ土壌オ〈分系をもつ空間。　KiimatoP：同じ局地気候の空間。　Phyto亡oP：

生態的に同じ植生の空間7）。なお，ZootOpの概念はあるが，　Zootopの存在は研究不足で確認されていない

（Leser　1976）。

　（b＞Geocho野〇三〇gie；chorischな次元での研究方法

　　下位の野間単位を抽象化し，総含Syntheseしていくことが，基本となる研究乎法である（Neef　1963，

Richter，　H．1967；Haase　1973より引摺，　Herz　1973，　Haase　1979など〉。調査対象は，大気・岩石を含む全

土地構成要素であるが，特に区分された空間単位の桐”二関係が重要である。ここでも，類型学・分類学の手法

6＞Schmitl霜sen（1948）はFlieseと命名。現在では，爽i揖ドイツともにOkotopを使11モiしている。

7）自然植生がない場合には，潜在自然植生を使1二｛・iするとしているが，｛：Opischの次尤での潜在自然殖生の

　　意味が不明瞭であり，疑liijである。
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が重要な役割を果たす。この事は，捌次元でも災なる性質や広がりをもつ自然空間を，統一一された方法で区分

することに必要なためであろう。Haase（1979）によると，　chorischな次元では，　Subtyp，　Typ，　Familie，

Unterklasse，　Klasseの分類群が設定され，各分類群ごとに考慮すべき特徴が示されている。ただし，　Subtyp，

Typに属する特徴はtopischの空聞単位のものであり，　Famllie，　Unterklasse，　Klasseのものは，　chorlsch

の空間単位のものである。これらの特徴の結合から，異質空間であるGeochoreが区分される。

　　岡質空聞OkotoPを，　Subtyp，　Typ，　Famllieに属する特徴でまとめるとOkotoP群8＞が生じ，これ

は，異質空間の最小単位であるMikrochoreである。その図化縮尺は約1：10G，000である。なお，6kotoPと

Mikrochoreの間にNanochoreが認められているが，詳細は不明である。同様に，　MikrochoreをFamille，

Unterklasse，　Klasse々こ属する特徴でまとめると，　Mikrochore群であるMesochoreが区分される。その図

化縮尺は約1：200，000である。Mesochore群がらはMakrochoreが，　Makrochore群がらはMegachore

が区分される。具体的には，Mikrochoreはドレスデンのエルベ川段丘瀬，　Mesochoreは大きな河成平野，

Makrochoreはエルツ由脈，　Me解choreは北ドイツ平原程度の広がりである（Neef　1963）。またGellert

（1980）は，北部丘陵地をMegachoreとしている。

　　西ドイツでは，Mikrochore，　Mesochoreをchorischの次冗に，　Makrochoreをregio亘ischの次元

に，Megachoreをgeospharischの次元に位遣づけている（Schmith偽en　1944，　Lerer　1976，　Kllnk　1978）。

これは，酋ドイツで設定された空間単位や研究方法との比較の結果であろう。しかし，次元と空間単位の名称

の不一致が見られ，混乱を生じるおそれがある。

　（c）regionisch，9eosph銭rischな次元での研究方法

　　上からの地域区分が基本的な手法である。regionischでも下位の次元では，まだ類型学・分類学の手

法が利用される。regionischとgeospharlschに属する空間には，大きな質的飛躍がある（Geliert　1980＞。

Geospharlschの次元に属する空間単位はGeosph翫eであり，大気大循環，海陸分布に基づく下帯，日成帯

として認識される。R三glonischの次元に属する空間単位はGeoregionであり，下からMlkroregion，　Me－

s⊂）region，　Makroregion，　Megaregionに区分される。これらは，大気候と構造地質によって区分され，例え

ば，Megaregionは大陸に，　Makroreg1onはヨーロッ・ミなどの亜大陸に相当する（Gellert　1980）。

　　　　　　　　　　　　　　　　景観生態学における自然空間区分

　　景観生態学を地図学的に応用する観点から，chorlschの次元での空闘区分が最も意義をもつと考えられ

ている。

　　KaulfuB（1973）は，0．25　km2のメッシュの法を用い，起伏景，土質，土地利用，総水路長から，　Mlkro－

chore区分を行っている。　Schl齪er（1975）は，現存植生区分から直接に，　toplschの次元の空間が再現され，

潜在自然植生からchorlschの次元の空山が再現されると述べている。そして，潜在自然植生図から，東ドイ

ツ北部の植生田野区分を行っている。また，Barsch　u．　Richter，　H．（1975＞は，地形，地質，土壌（表暦地質），

地形に起物する中気候，水収支，潜在自然植生に基づいて，choriscl・な次元での空間区分を行った。

　　上の例で見られるように，考慮すべき要素は，各研究岩により異なる。この事は，空間区分手法の理論が

先行し，具体的な手法がまだ提示されていないことを示すものであろう。また，潜在自然植生がtoplschな

次元の空聞を再現しえないことは，潜在自然植生区分の乎法の限界によるものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　自然潜在力の導入と特徴化

景観生態学ほ，空間を適切に利用するという同断に対して，情報を提出する立場にある。そこで，本来無

8＞：東ドイツでは一geft1geを，繭ドイツでは一gruppeを使用する傾向がある◎
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億値である儲然物質・エネルギー・属性などを社会的に利用する際に，社会・経済的価値判断・評価カミなされ，

自然潜在力の概念が生じた。これは，自然から社会への転換問題として知られ，自然構成者一→自然資質一→

自然潜在カー→自然資源あるいぱ被会的：lll髭L産の自然条件一・祉会という流れである（Haase　l978）。

　　自然構成者Naturaussta亡tungは，自然空間を特徴づける物質・営力・属性の全体であり，純粋自然科学

の不偏概念である。臨1然資質Naturdargebotは，与えられた社会的利用の条件下で問題となり，自然に含ま

れる物質と美的属性の全体で，人勝が認識できる自然構成考の各翻分に関する概念である。

　　自然潜在力Na亡urpo亡en亡ia｝は，社会的要求を満足させる形で喜連空間の特性を選択分類したものであ

り，社会的利用の際の緬値判断の尺度となる。漁然潜在力は，自然科学の概念であるが，社会科学の観点から

は潜在自然資源と見なされる（Graf　l980＞。自然潜在力は，鮭会や技術の状態により変化する。また，社会的

に利用される時，廟然資源NaturressQurce，社会的欝生謹の臨然条件Naturbe（Hn鯉ng（ler　gesellschaft－

lichen　Reprodukt三〇nとなる。ただし，臨然資源，社会的再生産の自然条件は，広い意味での作業仮説の段

階である（Haase　1978＞。

　　実際には，Naumann－Tt1mpξe1（1975＞は，水分・熱・無機栄養の供給能力を評価することから，生態的

生育地型6kologische　Standorttypとして土地を評価する方法を示した。これは，繭ドイツでも応用され

（R三chter，　M．1979），　Naumann－T眞mP∫el　i重1身も，1：750，000で行った東ドイツ全域での図化例を紹介してい

る（Naumann－T負mpfel　1980）。　Haase（1978）は，生物的収益潜在力Biotisches　ErtragsPoten£ia1，水供給

潜在力Wasserpotentiai，自浄潜在力Entsorgun幽p（）tential，生物的調節潜在力Biotisches　Reguiation－

spotential，原料給食潜在力Rohsto任potentia1，建築潜在プJ　Bebaungspotentia1，保養潜在力Rekreation．

spotentialという部分自然潜在力に分けて考慮すべきであると論議している。　Mannsfeld（！978）は，部分自

然潜在力を4段階評価して，自然潜在力を評価することを提案している。Schl獣er（198G＞は，生物的歌書能

力Biotisches　Regenerationsverm6暮enについて論議している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に

　　地域区分において，空間単位の存在とその階級弓削列の研究は，早い時期から多くの幽々で始まってい

る。ここでは，ドイツ以外の些々での空闘単位とその艦列について概観し，ドイツ燈観生態学の性格を明らか

にすることを試みる。

　　イギリスでは，皐い時期に，属地域generic　regionと種地域spec三飢regionの概念が見られる。

Neef（1963）は，　generic　regionは，　Georegionに算当する概念であると述べている。第2次投界大戦前に

はHerbertsonやUnsteadらの研究が見られるが，大戦後に理論の充突を見る。　Linton（1948）は，　Bourne

（1931）の提案した生態学嗣語siteを最小単位とする7つの空間単位を設定した。　Mitchell（1973＞は，　land

elen把ntを最：小単位とする7つの単位を設定している。　Land　elementは麟化されず，その上のland　facetが

Geotopに相当する岡山空問である。彼の研究は上からと下からの区分方であり，ドイツ燈観生態学の方法と

類似している。イギリスでの地域概念は，第2次世界大戦前にアメリカ合衆国，オーストラリアに伝わり，独

自に展開されている。特に，オーストラリアで1940年代から始まるiand　systelnの研究と膨化方法が，イギ

リスの考え方の集大成された姿と考えられる（Christian　and　Stewart　1968）。

　　オーストラジアでは，最小単位をenvironment段hm三tとし，上位の単位e．　association，　e．　reglon，　e．

provinceへ，下から組織化organizationする方法が展嗣されている（Laut　8ごα乙1977＞。こρ）方法は，オー

ストラリア独特で他に例を晃ない。

　　アメリカ合衆綱では，複合空間ぱ存在せず，購的に応じた空問区分がなされるべぎだとする考えが主流で

ある。しかし，やはり第2次大戦後に，総合的地理地域を示す。⊂）nユpageの概念が生じ，　Whitdesey（1954）
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などの研究が見られる。James（1952）は，地域IX分の際の地域の一般化を，縮尺に芯じたtopographic，

chorographic・91Qba1な方法で行うことを提唱している。特に葡二者は，　Geotopologie，　Geochorologieに

似た考え方である。

　　フランスでも，早い時期から地域の概念が見られるが，第2次大戦後のTricart（1965）やBertrand

（1972）の研究が煎要である。Tricartは，ドイツ景観生態学の影響を強く受けているようである（Tr量cart

！979）。Bertrandは，景観概念paysageを提唱し，　g60topを最小単位とする6つの空間単位1を設定して

いる（野州ら1974）。ただし，960toPはドイツ景観生態学のGeotoPとは異なり，1つ上の960faciさsが

Geotopと一致する概念であろう。

　　ソヴィエト連邦での研究は，ドイツ景観学にその出発点をもつが，農林業への応用の強調から独自の展開

をしている。Isachen1（o（1973＞は，気候・植生に基づく広い意味でのZone，　Subzone，構造地質に基づく

1）istrlct，　Re慕ionの組禽せから，　Landscapeを最小単位とする5つの空問単位を設定している。さらに，

Soさava（1974），　Vinogradov（1977＞らによって研究が進められている。

　　ドイツでは，19世紀末より景観学Landschasftkundeが展開された。その延長上にあり，諸科学の概念

を取り入れてさらに発展した景観生態学において，空間区分の理論と手法が確立されている。このドイツ景観

生態学の理論と方法は，オーストラリア，ソヴィエト連邦で展開された空問区分の理論・方法とともに，最も

体系的に完成されたものの1つであろう。

　　以上のように，第2次大戦後諸外国で，複合された空間の単位についての研究が充実している。我国では

地形区分，気候区分において大・中・小・微の次元が認められているが，複合された空間についての研究は少

ないようである。中野ら（1964）の土壌・地形区が，無機的部分土地複合体の最小単位に相当するものであろ

う。三園へは，武内（1974，1976），Takeuchl　u．　Amord（1978＞などが，西ドイツ景観生態学の手法を紹介し

ている。ただし，我圏のように，起伏の激しい複雑な地形やそれに対応する複雑な二二を示す地域では，ヨー

ロッパ諸圏に児られる最小単位の設定に関しては，十分に考慮を加える必要があろう。

　　景観生態学の手法の我が幽への適用・応用，諸外園の空間区分の理論と手法の詳細な比較検討は，今後に

護りたい。
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